



















































































































































































①魚津中学校 ②新保村青年団 ③富山師範学校 ④富山体育倶楽部 ⑤傷痍軍人体育倶楽部















順位 チーム 最終走者 雄山頂上到着時間 総合タイム
1 魚 津 中 学 校 清河 重松 午後12時36分 5時間33分
2 新 保 青 年 団 窪田 一浩 午後12時43分 5時間43分
3 富 山 師 範 学 校 高村 文一 午後12時51分 5時間52分
4 富 山 体 育 倶 楽 部 永森清太郎 午後12時59分 5時間59分
5 傷痍軍人体育倶楽部 木下 正治 午後1時4分 6時間4分
6 砺 波 商 業 上森 時信 午後1時6分 6時間6分
7 立 山 村 青 年 団 佐伯 忠雄 午後1時12分 6時間12分
8 砺 波 中 学 野村 信生 午後2時14分 7時間14分
※高岡商業チームは第5区まで参加し，その後は棄権している。
ことは各工場会社その他が中心となって『体位
向上は登山から』と経費が少なくて然も大自然
の恩恵を十二分に満喫出来る登山を奨励したこ
とや銃後女性の山への認識が一段と深まったの
によるものと見られる
このように，当時の女性の立山登山も男性同様
に「体位向上」を目的として実施されていたこと
がわかる。そして，彼女たちも社会の動向をじゅ
うぶん承知して登山活動に参加していたと言えよ
う。
その後戦況が激しさを増していくと，女性の立
山登山はよりいっそう戦争を意識した目的の下で
実施されていった。例えば，昭和17年に富山女
子青年団が実施した立山登山の様子は以下のよう
であった：11）
女青の山岳訓練 立山で米英撃滅祈願富山女
子青年団では銃後女子青年の品位と体力増強を
はかるため七月二十二日から二十四日まで二泊
三日の予定で雄山神社を参拝敵国撃滅，必勝祈
願，皇軍将兵武運長久祈願を行い併せて弥陀ヶ
原を中心に野外訓練を行い大東亜戦下にふさわ
しい強健な体位と不撓不屈の敢闘精神を養成す
ることになった。参加者は各校下から二，三名
ずつ計六十名で市学務課から一井市体育主事ほ
か係員五名が付添うことになっている。
すなわち，この時期になると，立山は女性にとっ
て「銃後女子青年の品位と体力増強」を図る目的
をもったトレーニング（訓練）の場（弥陀ヶ原周
辺）となっていたのであった。
４．戦争の終結と立山登山の実態
～1943（昭和18）年－1945（同20）年を中心にして～
（１）戦争の終結 －日本の敗戦－
1944（昭和19：以下，昭和19年）年10月のレ
イテ沖海戦における日本軍の敗北は日本の敗戦を
決定づけた。翌昭和20年3月，アメリカ軍は爆
撃機Ｂ29による東京大空襲を決行，さらに同年8
月6日には広島に，9日には長崎にそれぞれ原子
爆弾を投下する。そして，日本は8月15日にポ
ツダム宣言を受諾，無条件降伏することによりよ
うやく終戦を迎えることとなった。
このように，日本は敗戦の一途を辿ったのであ
るが，昭和18年5月に厚生省から「国民鍛錬行
事要綱」が発表されたり，9月には同省が「女子
体力章検定」の実施12）を決定，さらに翌19年4月
には文部省が教練の充実強化を指示するなど依然
国防体制の強化は進められていたのである13）。
（２）立山登山の実態
以上のような社会の流れの中で，昭和18年 7
月14日（水）付『富山日報』は，「錬成の夏山ひ
らく」と題してこの年の夏山シーズンの開幕を告
げている。見出しにはこのように「錬成」の文字
が踊り，記事の書き出しも「決戦下健民健兵の道
場として夏山の登山季節をむかえた（略）」14）と
記されている。さらに，同年7月18日（日）には
「登山に見出す意義」と題する以下のような記事
も掲載された：15）
わが国の登山界を風靡していた自由主義的な
思潮は，支那事変を契機として変貌し，大東亜
戦でその進路を明確にした。登山の道は戦場に
通ずる。御召しをうけて直ちに役立つ体躯を鍛
え奉公帰一の精神を養う－錬成道場としての
『山岳』が，決戦下における国民の前に大きく
聳えている
このことから，この時期の立山登山は，山の景
色を眺め，雄大な自然の中に我が身を置くといっ
た登山本来の楽しみ方は影を潜めざるを得ず，
そこは戦争の為の・道場・であり，その目的も・錬
成・を第一として実施されていたことがわかる。
その後，昭和19年には「山小屋を道場に 錬成
登拝を徹底」16）との見出しで，山小屋経営者たち
の登山者を迎え入れる際の心構えが報じられてい
る。記事によれば，すべての山小屋経営者は統一
見解として，すべての登山者に対し「錬成強化を
図る」態度をもって迎えるとした。この他にも紙
上には「女青登山の錬成」17）と題する高岡女子青
年団の登山計画なども報じられている。
いよいよ終戦を迎えることになる昭和20年は，
北日本新聞紙面はそのほとんど全てが日本の戦果
を知らせる記事で埋められていく。そのなかで7
月14日（土）付の紙面に立山登山に関する唯一の
記事を見つけることが出来る。その内容は以下の
ようであった：18）
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懸案となっていた今夏の立山連峰『山開き』
は県土木課長野坂相如氏をはじめ立山讃仰有志
の斡旋で梅雨明けの本月十五日から一斉に行う
ことに決定（略）今年は特に国内戦場化の事態
に即応し『山岳宗教』の『山伏』式錬行による
心身鍛錬と皇国必勝の祈りを○（判読不明：引
用者）峰一万尺の絶頂雄山神社に捧げる熱誠の
登拝者だけに休憩所などの便宜をはかる，また
逼迫した食料事情に鑑み，登拝者は各自『お米』
乃至代用食を必ず携帯するよう注意されている
この記事は，終戦を1ヶ月後に控えた時期に作
成されたが，この頃はアメリカ軍が沖縄を完全に
制圧し，本土に迫ろうとする勢いを見せていた。
「国内戦場化」といったまさに切羽詰まった状態
に日本は置かれていたのである。
以上のことから当時の立山は，皇国必勝を祈願
する場，本土決戦に備えて心身を鍛練する場とし
て戦争の終結まで位置づけられていたのであった。
５．まとめ
本研究は，昭和12年から昭和20年までの戦時体
制下における立山登山が，どのような目的をもって
実施されていたのか，また，立山は当時の社会状況
のなかでどのように位置づけられていたのか，その
実際を当時の県内新聞社（富山日報社・北日本新聞
社）の新聞報道をもとに明らかにした。その結果は
以下のようにまとめられよう。
①昭和12年7月に北京郊外で起こった蘆溝橋事件
をきっかけに引き起こった日中戦争により，国内
では「国家総動員法」（昭和13年4月），「体力章」
（同年9月）が制定されるなど戦時体制が整えら
れていった。
②このような社会状況の中で登山（立山登山）は，
社会の好景気もあって盛んに実施されていたが，
徐々に「心身の鍛練」，「体力向上」といった目的
のもとで実施されるように変化していった。
③昭和16年12月8日，日本軍はハワイ真珠湾のア
メリカ軍を襲撃し，米英両国に宣戦布告する。し
かし，翌（昭和17）年6月のミッドウェー海戦
での敗北，同年12月のガダルカナル島からの日
本軍撤退は，早くも戦争の主導権を日本軍は完全
に失ったことを意味した。
戦局が，日本に不利な状況へと進むなかで，国は
昭和16年2月に厚生省が「まず歩こう」運動を
提唱，さらに5月には同省が「国民体力向上修
練会」の開設を発表するなど，国民の「体力向上」
のための施策が次々に打ち出されていった。この
「体力向上」のための施策は女子にも適応され，
同年11月に厚生省は女子体力章検定を制定する
など，男性・女性とも彼らの体力は国家の管理下
に置かれることになる。
④このような状況の中で，立山はそれまでに例を見
ない画期的なスポーツイベント開催の舞台となる。
「立山登山縦走大会」（昭和15年：富山県体育協
会主催，富山県電気局後援）がそれである。この
大会は，昭和15年が皇紀二千六百年に当たるこ
と，県社雄山神社の社格が国幣小社に昇格したこ
とから，これらを記念するイベントとして開催さ
れた。しかし，中学生・青年団チームと共に傷痍
軍人たちがチームを編成して大会に参加したこと
は，その開催には皇紀二千六百年や社格の昇格を
記念する意味だけではなく，傷痍軍人たちに「再
起奉公」という生きる希望を抱かせる意味と，彼
らの不屈の精神を報道することで県民の戦意を高
揚させようとする新聞社側の意図があったと推察
するのである。
⑤この頃になると国家にとって女子の体力向上は重
要な課題となっていた。ために女性の立山登山は，
彼女たちの「体位向上」を目的として実施され，
立山自体が「銃後女子青年の品位と体力増強」を
図る目的をもったトレーニング（訓練）の場（弥
陀ヶ原周辺）として位置づけられていく。
⑥昭和19年10月のレイテ沖海戦における日本軍の
敗北から翌昭和20年 3月のアメリカ軍爆撃機
Ｂ29による東京大空襲，さらに同年8月6日，9
日の広島，長崎への原子爆弾の投下，そして 8
月15日のポツダム宣言受諾による無条件降伏
（終戦）まで，国内では戦局の流れとは裏腹に，
国防体制の強化が進められた。主な取り組みは，
昭和18年5月に厚生省が「国民鍛錬行事要綱」
を発表，9月になるとさらに同省が「女子体力章
検定」の実施を決定，その後翌19年4月には，
こんどは文部省が教練の充実強化を指示するなど
であった。
⑦このような状況の中で立山は，皇国必勝を祈願す
る場，本土決戦に備えて心身を鍛練する場として
戦争の終結まで位置づけられ，その目的を持って
戦時体制下（1937-1945）の立山登山に関する研究
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登山を試みてくる登山者たちを受け入れ続けたの
であった。
【注記および引用文献】
1）木下秀明：『スポーツの近代日本史』，杏林書院，
昭和45年9月1日，p217
2）小泉武栄：『登山の誕生 人はなぜ山に登るよう
になったのか』，中公新書，2001年，6月25日，
pp203-204
3）『富山日報』：昭和12年8月8日（日）第3面
4）昭和13年8月20日（土）の『富山日報』は，こ
の内容について以下の5項目を掲載している。
「一，体育運動用具は極力これを節約善用し，又
現有の用具は修理手入に意を用いて活用をはか
られたい
二，供給僅少の運動用具は学校団体等の性質を
考慮して特に之を必要とするものに優先的に与
える，例えば女子に適用した球技用具などは努
めて男子の使用を避けて女子への供給を多くす
る
三，特定の用具を用いなければその体育運動が
できないなどという謬見にとらわれず，用具の
活用に関しては適宜の創意工夫を用いられたい
四，運動競技の種目方法については徒に固定し
た観念に捉われて従来の慣習規矩を固執するこ
となく適切な種目と方法の活用に努めること
五，競技会試合等は体育の本義に則り真に意義
ありと信ずるものだけを選択して施行されたい」
5）昭和14年7月7日（日）付の『富山日報』に
は「憧れの立山へ鍛錬登山 今日から師範の全
生徒」との見出しで，富山県師範学校の立山登
山の計画を報じている。
6）『富山日報』：昭和14年7月22日（土）第2面
その内容を要約すれば，「時局下警察官の心
身鍛練のため県警察部では初の試みである立山
登山を行うこととなった」ということである。
7）『富山日報』：昭和14年7月17日（月）「夏休み
に鍛錬行事 魚高女のプラン」
「魚津高等女学校では事変下における夏期休暇
における行事は左の如くで本年は国策順応の見
地から全生徒の鍛錬を目的として実行する。」
として，同年7月22日には40キロ競歩会の実
施とともに，立山登山が計画されていた。
8）岸野雄三他編：『近代体育スポーツ年表』，大
修館書店，1999年4月1日，pp172-177
9）『北日本新聞』：昭和15年8月8日（木）
10）『北日本新聞』：昭和16年8月6日（水）第3面
11）『北日本新聞』：昭和17年7月16日（木）第3面
同紙上に掲載された登山の日程は，以下の通り
である。
「△第一日（二十二日）午前六時南富山駅集合
電車七時十分発藤橋十時，称名瀧（中食：原文
ママ。以下同）午後六時天狗平小屋（泊）
△第二日（二十三日）天狗平小屋午前五時発室
堂六時着，立山参拝八時半，十時浄土山，十一
時室堂（中食）午後一時地獄谷，五時三十分弘
法小屋（泊）
△第三日（二十四日）午前八時弘法小屋発，称
名九時半，藤橋（中食）南富山駅午後四時
△参加費 五円
△持参品 寝着，シャツ（冬物）一枚，タオル，
洗面用具，棒，水筒，雨具（油紙或はカッパゴ
ザ）薬品，中食（二十二日のみ）右はリュック
サックに入れ携帯すること
12）『北日本新聞』：昭和18年8月10日（火）第3面
この年の9月から実施される女子体力章検定
の内容は以下の通りであった。
「女子体力章検定は本年度から実施することと
なり，本県ではすでに昨年度においてこれが準
備訓練を行ってきたが女子体育の目的は
△健康なる母体の育成錬磨
△生産労働力の強化
△家庭主婦たる体力の養成の三点に帰着し，特
に
一，運動は体幹の発達に力を注ぎ特に腰腹部の
鍛錬を目標とし，又内蔵機能殊に循環器，
呼吸器の強化を図る
二，身体の柔軟性，敏捷性，持久性を図る
三，身体機能のみならず精神力の涵養，士気の
昂揚を期する
四，現下の国家情勢に即応し，生産労働，日常
生活に必要なる体力の基礎的養成をなす
五，今後の婦人に必要と認められる運動能力，
技術の習熟，演練に努めること
六，実施年齢は修練的効果の最も大なる十五歳
より二十一歳までの女子とする」
13）岸野雄三他編：前掲書，pp178-183
14）『北日本新聞』：昭和18年7月14日（水）
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15）『北日本新聞』：昭和18年7月17日（日）夕刊，
第1面
16）『北日本新聞』：昭和19年7月5日（水）第3面
「各山小屋は本月十日から一斉に開くので五日
に組 合長佐伯三九郎氏をはじめ各小屋主は相
前後して登山するが，今夏は特に『錬成登拝』
の意義を徹底強化のため『山小屋即 道場』
『小屋主即導師』の心構えで登拝者に臨む方針
とある」
17）『北日本新聞』：昭和19年7月26日（水）第3面
行程は以下の通りであった。
「△第一日藤橋－旧道－追分小屋泊 △第二日
追分－地獄谷－別山乗越小屋泊 △第三日乗越
小屋－立山頂上－浄土山－立山温泉泊 △第四
日温泉発下山」
18）『北日本新聞』：昭和20年7月14日（土）第2面
（2009年11月18日受付）
（2009年12月22日受理）
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